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平成 22 年 2 月 12 日 

（社）日本原子力産業協会 

 

 

「原子力産業セミナー2011」の開催報告 

 

 

当協会では、平成 18 年度から毎年、原子力産業界への理解促進と、理系学生と企業・機関

の就職・採用活動支援を目的に、合同就職説明会方式の【原子力産業セミナー】を東京で開催

しており、今年は 4回目となる。 

今年度の「原子力産業セミナー2011」は、関西原子力懇談会と共催し、東京のほか大阪でも

初めて実施した。 

原子力産業に特化した特徴あるセミナーの開催に賛同し、参加頂いた企業・機関は 43 社に

のぼり、学生との出会いの場として、また、企業・機関の広報活動の一環として利用頂いた。 

他方、折からの厳しい就職状況を反映してか、セミナーに参加した学生数は(大阪を除いて

も)過去最高となった。また、回を重ねるにつれ、本セミナーに対する認知度が向上してきた

ことも参加者数増加の要因と考えられる。 

 

１．背 景 

平成 18 年、原産年次大会「学生セッション」を実施した学生側から「働く場として原

子力産業界の事をもっとよく知りたい」という要望があった。また、昨今では少子化に加

え、学生の理系離れが進行しているため、原子力産業界では「志の高い学生を確保したい」

という声が高まっている。このため、当協会では原子力産業界の人材育成の一環として、

「原子力産業セミナー」を開催している。 

 

２．概 要 

今回は大阪での初開催を踏まえ、当協会と関西原子力懇談会の共催で実施した。 

 

参加企業・機関：     ４３社 (延べ６０社、昨年度４５社） 

参加学生：  １１１６名  (１２６大学、７６大学院、その他６校。 

昨年度８５大学、４７大学院、参加学生５２５名） 

 

(1)東京会場（１２月１２日（土）、新宿エルタワー３０階 サンスカイルーム） 

・参加企業・機関：  ３７社 

・参加学生   ： ７５５名 (８９大学、５０大学院、その他４校、全１０６校) 

(2)大阪会場（１２月１９日（土）、新梅田研修センター２階 Ｇホール・Ｌホール） 

・参加企業・機関：  ２３社 

・参加学生   ： ３６１名 (４２大学、３５大学院、その他２校、全５５校) 
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参加学生数および参加企業・機関数の推移 
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３．セミナーの特徴 

○ 大阪で初開催 

○ 7 電力会社、3主要プラントメーカーをはじめ、幅広い原子力関連企業の参加 

○ 原子力安全・保安院が初参加、及び多数の研究機関の参加 

○ 政府機関 3機関の後援、学協会 11 団体の協賛 [別紙２] 

○ 原子力理解のための各種模型及びパネルの展示 

 

４．原子力技術の紹介・展示 

原子力産業の理解促進の一環として原子力技術を紹介するため、以下の模型やパネル等

の展示を実施した(()内は展示協力元、敬称略)。 

 

＜東京会場＞ 

・ＰＷＲ模型  （関西原子力懇談会） 

・ＢＷＲ模型  （東京電力） 

・燃料集合体模型 （東京電力） 

・もんじゅ模型 （日本原子力研究開発機構） 

・霧箱   （日本原子力研究開発機構） 

・核融合炉模型 （日本原子力研究開発機構） 

・エマルションフロー （日本原子力研究開発機構） 

・パネル：放射線 （東京電力） 

・ パネル：日本原子力研究開発機構概要、ＦＢＲ、もんじゅ、核融合炉、J-PARC、地層処分 

(日本原子力研究開発機構) 

・パネル：世界に貢献する日本の原子力技術 (日本原子力産業協会） 

 

＜大阪会場＞ 

・ＰＷＲ模型            （関西原子力懇談会） 

・パネル：世界に貢献する日本の原子力技術 (日本原子力産業協会） 
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５．さまざまな手段による学生への周知活動 

○ インパクトの有るポスターの採用 [別紙３] 

○ 就職情報サイト「マイナビ 2011」に「原子力産業特集」を掲載 [別紙４] 

○ その他、郵送ダイレクトメール（はがき）の活用、日本原子力学会の学生間ネットワ

ーク等の協力 

 

６．メディアの取材・掲載(別紙５) 

 

７．来場者データおよびアンケート結果 

７．１ 大学院・学部別構成比 

 
東京会場 

()内は割合 単位：人 

大阪会場 

()内は割合 単位：人 

全体 

()内は割合 単位：人 

大学院生 288(38.1%) 169(46.8%) 457(40.9%) 

学部生 458(61.7%) 189(52.4%) 647(58.1%) 

その他※ 9( 1.2%) 3( 0.8%) 12( 1.1%) 

※短期大学、高等専門学校 等 

 

７．２ 学科別構成比 

 
東京会場 

()内は割合 単位：人 

大阪会場 

()内は割合 単位：人 

全体 

()内は割合 単位：人 

電気・電子・情報系 156(24.3%) 85(27.6%) 241(25.3%)

機械系 129(20.1%) 56(18.2%) 185(19.5%)

原子力・エネルギー系 111(17.3%) 59(19.2%) 170(17.9%)

数学・物理系 75(11.7%) 32(10.4%) 107(11.3%)

化学系 51( 7.9%) 17( 5.5%) 68( 7.2%)

土木建築系 30( 4.7%) 5( 1.6%) 35( 3.7%)

その他 91(14.2%) 54(17.5%) 145(15.2%)

理系合計 643       308       951(100 %)
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７．３ 来場者数上位５校 

東京(単位：人)  

総数 学部 院 

日本大学 61 48 13

東海大学 54 40 13

東京都市大学 45 29 16

東京理科大学 38 19 19

中央大学 29 16 13

 

 

大阪(単位：人)  

総数 学部 院 

大阪大学 38 5 33

近畿大学 37 32 5

同志社大学 25 17 8

京都大学 24 3 21

神戸大学 18 9 9
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７．４ 男女別構成比(原産協会調べ) 

 東京会場 

()内は割合 単位：人

大阪会場 

()内は割合 単位：人 

全体 

()内は割合 単位：人 

男 428(88.1%) 218(88.6%) 646(88.3%)

女 53(10.9%) 26(10.6%) 79(10.8%)

その他 5( 1.0%) 2( 0.8%) 7( 1.0%)

合計 486       246       732(100 %)

 

７．５ 文理比 

 東京会場 

()内は割合 単位：人 

大阪会場 

()内は割合 単位：人 

全体 

()内は割合 単位：人 

文系 104(13.8%) 53(14.7%) 157(14.1%)

理系 643(85.2%) 308(85.3%) 951(85.2%)

不明 8( 1.0%) 0( 0%) 8( 0.7%)

来場者合計 755       361     1116(100 %)

 

８．来場者アンケート 

８．１ 「原子力産業セミナー２０１１」を知ったきっかけ(複数回答可) 

 東京会場 

()内は割合 

単位：人 

大阪会場 

()内は割合 

単位：人 

全体 

()内は割合 

単位：人 

マイナビ 2011 262(53.9%) 145(58.9%) 407(55.6%)

郵送ダイレクトメール 138(28.4%) 64(26.0%) 202(27.6%)

学校掲示のポスター 126(25.9%) 59(24.0%) 185(25.3%)

企業からのメール・ホームページ 83(17.1%) 43(17.5%) 126(17.2%)

友人・知人 74(15.2%) 39(15.9%) 113(15.4%)

就職イベント会場配布のチラシ 54(11.1%) 37(15.0%) 91(12.4%)

就職イベント会場掲示のポスター 49(10.1%) 25(10.2%) 74(10.1%)

先生からの情報 33( 6.8%) 15( 6.1%) 48( 6.6%)

ウェブ－ダイレクトメール 28( 5.8%) 13( 5.3%) 41( 5.6%)

その他 13( 2.7%) 8( 3.3%) 21( 2.9%)

不明 5( 1.0%) 2( 0.8%) 7( 1.0%)

合計 486       246        732       
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８．２ マイナビ２０１１「原子力産業特集」はご覧になりましたか？ 

 東京会場 

()内は割合 単位：人 

大阪会場 

()内は割合 単位：人 

全体 

()内は割合 単位：人 

見た 290(59.7%) 142(57.7%) 432(59.0%)

見ていない 191(39.3%) 101(41.1%) 292(39.9%)

不明 5( 1.0%) 3( 1.2%) 8( 1.1%)

合計 486       246        732(100 %)

 

８．３ ポスターの印象 

 
東京会場 

()内は割合 単位：人 

大阪会場 

()内は割合 単位：人 

全体 

()内は割合 単位：人 

デザインだけが印象的 139(28.6%) 75(30.5%) 214(29.2%)

セミナーに興味を持った 123(25.3%) 55(22.4%) 178(24.3%)

デザインが好き 62(12.8%) 49(19.9%) 111(15.2%)

デザインが嫌い 59(12.1%) 24( 9.8%) 83(11.3%)

原子力産業に興味を持った 40( 8.2%) 20( 8.1%) 60( 8.2%)

特に印象には残らなかった 37( 7.6%) 15( 6.1%) 52( 7.1%)

その他 15( 3.1%) 3( 1.2%) 18( 2.5%)

不明 11( 2.3%) 5( 2.0%) 16( 2.2%)

合計 486       246        732(100 %)
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８．４ 原子力産業セミナー2011 の開催時期 

 東京会場 

()内は割合 単位：人 

大阪会場 

()内は割合 単位：人 

全体 

()内は割合 単位：人 

ちょうど良い 390(80.2%) 187(76.0%) 577(78.8%)

もっと早い方が良い 79(16.3%) 47(19.1%) 126(17.2%)

もう少し遅い方が良い 

(12 月後半～1月前半) 
8( 1.6%) 5( 2.1%) 13( 1.8%)

もっと遅い方が良い 

(1 月後半～2月前半) 
1( 0.2%) 3( 1.2%) 4( 0.5%)

不明 8( 1.6%) 4( 1.6%) 12( 1.6%)

合計 486       246       732(100 %)

 

８．５ 新たに興味を持った企業の有無 

 
東京会場 

()内は割合 単位：人 

大阪会場 

()内は割合 単位：人 

全体 

()内は割合 単位：人 

有った 405(83.3%) 180(73.2%) 585(79.9%)

無かった 52(10.7%) 31(12.6%) 83(11.4%)

不明 29( 6.0%) 35(14.2%) 64( 8.7%)

合計 486       246       732(100 %)

 

８．６ 原子力産業セミナー2011 で役立った点(複数回答可) 

 東京会場 

()内は割合 

単位：人 

大阪会場 

()内は割合 

単位：人 

全体 

()内は割合 

単位：人 

担当者と話ができ、その企業･機関の雰囲気が掴めた 327(67.3%) 160(65.0%) 487(66.5%)

直接担当者に話を聞き、仕事内容等をイメージできた 221(45.5%) 107(43.5%) 328(44.8%)

展示･掲示物を見て、産業理解が深まった 178(36.6%) 69(28.0%) 247(33.7%)

新しい志望企業を発見できた 168(34.6%) 68(27.6%) 236(32.2%)

企業･機関の説明会日程の確認、予約等ができた 39( 8.0%) 27(11.0%) 66( 9.0%)

自分を直接アピールできた 33( 6.8%) 19( 7.7%) 52( 7.1%)

その他 4( 0.8%) 3( 1.2%) 7( 1.0%)

不明 29( 6.0%) 35(14.2%) 64( 8.7%)

回答数 486       246        732(100 %)
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８．７ 原子力産業セミナー2011 に参加し、原子力産業への理解は深まったか？ 

 

東京会場 

()内は割合 単位：人 

大阪会場 

()内は割合 単位：人 

全体 

()内は割合 単位：人 

とても深まった 176(36.2%) 84(34.1%) 260(35.5%)

やや深まった 244(50.2%) 113(45.9%) 357(48.8%)

あまり深まらなかった 37( 7.6%) 14( 5.7%) 51( 7.0%)

全く深まらなかった 1( 0.2%) 0( 0.0%) 1( 0.1%)

不明 28( 5.8%) 35(14.2%) 63( 8.6%)

合計 486       246       732(100 %)

 

８．８ 原子力産業のイメージ 

 
東京会場 

()内は割合 単位：人 

大阪会場 

()内は割合 単位：人 

全体 

()内は割合 単位：人 

将来性･安定性 204(42.0%) 87(35.4%) 291(39.8%)

不可欠･重要産業 177(36.4%) 82(33.3%) 259(35.4%)

地球温暖化防止に貢献 59(12.1%) 29(11.8%) 88(12.0%)

危険 13( 2.7%) 7( 2.8%) 20( 2.7%)

不透明･不安 6( 1.2%) 4( 1.6%) 10( 1.4%)

その他 4( 0.8%) 3( 1.2%) 7( 1.0%)

不明 27( 5.6%) 35(14.2%) 62( 8.5%)

合計 486       246       732(100 %)

 

８．９ 参加学生および企業・機関の声 

(1)参加学生 

＜東京会場＞ 

・ それぞれの会社が独特のこだわりを持っており、理解が深まった。 

・ どの企業も少人数採用で人間性を見て決めるところが多く、現実の厳しさが身にしみ

た。 

・ なかなかこういったセミナーは無いと思うので、とても良い機会だったと思う。 

・ 原子力産業のことが全く分からず来たが、説明を受け、理解できた。 

・ 参加してよかった。マイナビの HP 上でもっとアピールしてほしかった。友人に聞かな

ければ知らずにいた。 

・ 原子力部門に特化した話が聞けてよかった。 

・ 原子力に関係のある企業の生の声が聞けて、充実した時間を過ごすことができた。 

・ これからは原子力産業の需要が増えてくると思うので、このようなセミナーがあると

嬉しい。 

・ 文系の学生には少し場違いな気がした。 

・ 原子力分野専攻学生にはとても魅力的だった。コミュニケーションエリアも充実して
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いて良かった。 

・ それぞれの企業がみな原子力発電のどこかの部分を担い、繋がっていることが良いと

思った。 

＜大阪会場＞ 

・ 文系学生なので理系対象セミナーということで少なからず不安を抱えて参加したが、

どの企業も歓迎して下さり、さまざまな知識を吸収することができた。 

・ 東京に比べ大阪の参加企業が少ないのが残念だった。 

・ 原子力産業とそのサイクル、重要性についての考えが深まり、とてもよかった。興味

を持った。 

・ 原子力という限られた分野のセミナーは非常に役に立つ。また機会があれば参加した

い。 

・ ポスターの地図がわかりにくかった。 

・ 開催地を２つ設けて下さったことに感謝する。東京に行く時間がなかったので、大阪

で参加することができよかった。 

・ かなり専門的な話が多くて、文系学生には少し難しかった。しかし、「こんな世界なん

だな」と雰囲気がつかめた。 

  

(2)参加企業・機関の声 

・ 公務員試験の受験を考えている学生はもちろんのこと、試験に関心が無かった学生で

あっても熱心に聞いてもらった。 

・ 関心は高く、説明を熱心に聞いていました。質問者は、元々当社の事業内容をある程

度知る学生（原子力専攻等）か事務系の学生が多かった。 

・ 昨年と比べモチベーションの高い学生が多かった。 

・ 企業選びの基軸が定まっていない学生が多いとの印象を受けた。 

・ 学生は概ね真面目に話しを聞いていた。 

・ 熱心な学生が多く、自分の能力を活かせる企業を探していることがよく伝わってきた。 

・ 男子学生は例年通り千差万別。ただ、昨年に較べて、全体的に熱心な学生が多いとい

う印象を受けた。 

・ 東京・大阪両会場とも、学生はいたって真剣だった。 

・ 様子見のような学生が多いと感じた。 

・ 自ら質問をする学生が多く、意欲が伝わってきた。メモを取りながら、真剣な表情で

説明を聞いていた。 

・ メモもしっかり取っており、熱心に聴いていた印象。質問も多く、真剣さを感じた。 

・ 積極的に質問をし、熱心な学生が多かった。 

・ 積極的に話を聞いていた。多くの学生が、積極的に質問していた。 

・ 原子力産業には興味があるが、電力会社志望の学生が多かった。原子力専攻の学生が

多く、比較的興味を持ってもらえた。 

・ 業種・職種をまだ絞り込めていない学生が多いと感じたが、自分の選択肢を増やそう

と真剣に聞いているのは例年よりも強く感じられた。 

・ 真剣ではあるが、企業研究中の学生が多く絞り込みまで至っていなかった。 

・ 入社試験の内容に関心のある学生が多かった。 

・ 自ら訪問してきた学生は熱心に質問した。 

・ 両会場とも、学生は積極的にいろいろなブースを回っており、ブース来場者も関心を
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持って説明を聞いていた印象を受けた。 

・ 説明後に積極的に質問してくる学生がおり、１２月にしては就職に対する意識の高さ

を感じた。 

・ 熱心な学生もいたが、全体的にはまだ様子見の状況。また、話し方等学生気分が抜け

ていない学生もいた。 
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９．会場の様子 

東京会場（新宿エルタワー３０階サンスカイルーム） 

  

  

大阪会場（新梅田研修センター２階Ｇ・Ｌホール） 

  

  

 

受付 ブースエリア 

展示スペース 
休憩スペース 
(コミュニケーションエリア) 

受付 

展示スペース 

ブースエリア 

休憩スペース 
(コミュニケーションエリア) 
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[別紙１] 

 

原子力産業セミナー2011 参加企業・機関一覧（五十音順、＊：初参加） 

参加会場 
No. 参加企業・機関名 

東京会場 大阪会場 

1 株式会社アトックス ○ ○ 

2 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 ○  

3 ウツエバルブサービス株式会社  ○ 

4 MHI原子力エンジニアリング株式会社 ○ ○ 

5 株式会社オー・シー・エル ○ ○ 

6 関西電力株式会社 ○ ○ 

7 関電プラント株式会社＊  ○ 

8 株式会社グローバル・ニュークリア・フュエル・ジャパン ○  

9 経済産業省 原子力安全・保安院＊ ○  

10 原子燃料工業株式会社 ○ ○ 

11 独立行政法人原子力安全基盤機構 ○  

12 原子力発電環境整備機構 ○  

13 原電事業株式会社 ○ ○ 

14 原燃輸送株式会社 ○  

15 四国電力株式会社＊  ○ 

16 新日本空調株式会社 ○ ○ 

17 太平電業株式会社＊ ○ ○ 

18 中国電力株式会社＊  ○ 

19 中部電力株式会社 ○ ○ 

20 株式会社千代田テクノル ○  

21 株式会社テプコシステムズ ○ ○ 

22 財団法人電力中央研究所 ○  

23 株式会社東京エネシス ○  

次頁に続きます。 
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参加会場 
No. 参加企業・機関名 

東京会場 大阪会場 

24 東京電力株式会社 ○  

25 東京防災設備株式会社 ○  

26 株式会社東芝 ○ ○ 

27 東芝プラントシステム株式会社 ○ ○ 

28 東電環境エンジニアリング株式会社 ○  

29 東電工業株式会社 ○  

30 東電設計株式会社 ○  

31 日本エヌ・ユー・エス株式会社 ○  

32 独立行政法人日本原子力研究開発機構 ○ ○ 

33 日本原子力発電株式会社 ○ ○ 

34 日本建設工業株式会社＊  ○ 

35 日本原燃株式会社 ○ ○ 

36 財団法人発電設備技術検査協会 ○ ○ 

37 株式会社日立製作所 ○  

38 株式会社日立プラントテクノロジー ○  

39 北海道電力株式会社＊ ○  

40 三菱原子燃料株式会社 ○  

41 三菱重工業株式会社＊ ○ ○ 

42 三菱マテリアル株式会社 ○  

43 財団法人若狭湾エネルギー研究センター  ○ 
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[別紙２] 

 

共催・協賛・後援団体一覧 

 

形態 団体名 

共催 関西原子力懇談会 

原子力委員会 

文部科学省 後援 

経済産業省 

(社)応用物理学会 

(独)国立高等専門学校機構 

(社)電気学会 

(社)電子情報通信学会 

(社)土木学会 

(社)日本化学会 

(社)日本機械学会 

(社)日本原子力学会 

(社)日本建築学会 

(社)日本物理学会 

協賛 

日本保健物理学会 

計 15 団体 
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[別紙３] 

 

原子力産業セミナー2011 ポスター 
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[別紙４] 

 

 

マイナビ 2011「原子力産業特集」のトップページ

（http://job.mynavi.jp/conts/2011/tok/genshi/） 
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[別紙５] 

＜メディアの取材＞ 

・ (株)日刊工業出版プロダクション 

・ 日刊電気通信社 

・ (株)燦 

・ ナショナルピーアール(株) 

・ 電気新聞 

・ 東京新聞(中日新聞) 

・ 原子力産業新聞 

 

 

＜メディアの掲載＞ 

（１）電気新聞（平成 21 年 12 月 15 日付） 
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（２）東京新聞（平成 22 年 1 月 12 日付） 
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（３）ENEGY for the FUTURE(ナショナルピーアール：2010 No.1、写真のみ) 
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（４）原子力 eye(2010 年 3 月号) 
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（５）原子力産業新聞（平成 22 年 1 月 5 日付） 
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（６）Atoms In Japan(平成 22 年 1 月 6 日付） 

 

 

 


